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外
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「
即
興
詩
人
」 

 

長
谷
川 

修 

 

安
野
光
雅
さ
ん
が
昨
年
暮
れ
に
九
四
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
新
聞
の
追
悼
記
事
で
は
絵
本
作
家
、
画
家
、
装

幀
家
と
し
て
、
「
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
」
（
絵
本
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
）
の
受
賞
や
皇
居
の
草
花
の
ス
ケ
ッ
チ
で

上
皇
太
后
様
と
の
親
交
が
報
じ
ら
れ
た
。
た
だ
私
の
見
落
と
し
か
も
し
れ
な
い
が
、
氏
の
文
筆
活
動
に
触
れ

た
記
事
が
少
な
か
っ
た
の
は
残
念
な
気
が
す
る
。
氏
は
読
書
家
に
し
て
名
文
家
で
書
評
集
や
エ
ッ
セ
イ
集
を

何
冊
か
出
し
て
お
り
、
「
ち
く
ま
文
学
の
森
」
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
森
毅
、
井
上
ひ
さ
し
、
池
内
紀
と
共
に
編
者

を
務
め
た
。 

 

安
野
さ
ん
の
最
大
の
愛
読
書
は
、
郷
里
津
和
野
町
の
大
先
輩
で
あ
る
森
鷗
外
の
訳
し
た
「
即
興
詩
人
」
だ
。

氏
に
は
「
即
興
詩
人
」
三
部
作
と
し
て
、
「
即
興
詩
人
の
旅
」
（
イ
タ
リ
ア
紀
行
と
ス
ケ
ッ
チ
集
）
、
「
繪
本 

即
興
詩
人
」
、
「
口
語
訳 

即
興
詩
人
」
が
あ
る
。
三
作
目
の
口
語
訳
は
、
鷗
外
の
文
語
訳
を
易
し
い
日
本
語

に
変
え
た
も
の
で
あ
る
。
氏
は
「
格
調
が
高
く
リ
ズ
ム
の
良
い
鷗
外
の
文
語
雅
文
体
を
味
わ
っ
て
ほ
し
い
の

だ
が
、
も
は
や
若
い
人
に
は
難
し
す
ぎ
る
の
で
、
鷗
外
訳
へ
の
踏
み
台
に
」
と
口
語
に
訳
し
た
。 

「
即
興
詩
人
」
は
ア
ン
デ
ル
セ
ン
が
イ
タ
リ
ア
留
学
中
の
見
聞
に
基
づ
く
半
自
伝
小
説
で
、
原
作
は
デ
ン

マ
ー
ク
語
だ
が
、
出
版
時
は
欧
州
中
で
評
判
と
な
り
各
国
語
に
訳
さ
れ
た
。
鷗
外
訳
は
ド
イ
ツ
語
か
ら
の
重

訳
で
、
憧
れ
な
が
ら
も
イ
タ
リ
ア
の
地
を
踏
む
こ
と
の
な
か
っ
た
鷗
外
は
、
当
時
の
日
本
語
の
語
彙
に
は
な

か
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
慣
行
や
建
造
物
、
南
欧
の
植
物
や
食
物
の
訳
語
等
に
苦
心
し
な
が
ら
、
九
年
の
歳
月

を
注
い
で
和
文
に
移
し
た
。
訳
文
は
「
原
文
（
ド
イ
ツ
語
）
よ
り
も
深
く
美
し
い
日
本
語
」
（
小
泉
信
三
）
、

「
鷗
外
以
降
の
人
に
は
も
う
書
け
な
い
雅
文
」
（
三
島
由
紀
夫
）
と
称
さ
れ
た
名
文
で
、
大
正
・
昭
和
初
期
に

ロ
ー
マ
に
渡
っ
た
学
者
や
文
学
者
の
多
く
は
、
鴎
外
訳
「
即
興
詩
人
」
を
携
え
た
。 

 

安
野
さ
ん
は
小
学
校
の
絵
画
教
師
の
か
た
わ
ら
一
人
で
画
業
の
研
鑽
に
励
み
、
絵
本
作
家
と
し
て
自
立
し

た
の
は
四
十
歳
を
過
ぎ
て
か
ら
だ
。
氏
独
特
の
心
を
和
ま
す
淡
彩
画
や
美
し
い
造
本
は
、
多
方
面
に
活
躍
し

た
そ
の
生
涯
と
と
も
に
永
く
人
の
心
に
残
る
で
あ
ろ
う
。
ご
冥
福
を
祈
る
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